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２０２３年は、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが５類感染症に変更され、 

消費活動が活発化したことの影響のほか、成年年齢引下げから１年経過後の相談状況、自転車 

ヘルメット着用の努力義務化などに注目が集まりました。   

● 少しでも不安を感じたら、消費生活センターに相談しましょう。 

 
北九州市立消費生活センター【ウェルとばた 7Ｆ】    ☎８６１－０９９９            

小倉北相談窓口【小倉北区役所西棟１Ｆ】            ☎５８２－４５００        

小倉南相談窓口【小倉南区役所３Ｆ】               ☎９５１－３６１０                 

八幡西相談窓口【八幡西区役所コムシティ４Ｆ】       ☎６４１－９７８２ 

※門司、若松、八幡東各窓口の面談による相談は事前予約が必要となります。 

まずは消費生活センター☎８６１－０９９９へ電話でご相談ください。                       

消費者ホットライン☎１８８（いやや） 

（あなたの地域の消費生活センターにつながります。） 

まもりん    みもりん    

■ 新型コロナウイルス感染症が 5 類感染症に 旅行予約やチケット転売のトラブルが増加 

■ 18 歳・19 歳の契約トラブル 「美」と「金」がキーワードに 

■ 改正消費者契約法、改正特定商取引法が施行 

■ ステルスマーケティング 規制始まる 

■ ビッグモーター社の不正問題 中古車販売業界や損害保険業界のコンプライアンスに課題 

■ 旧統一教会をめぐる問題 国が解散命令を請求 

■ 訪問購入のトラブルが増加 8 割近くが高齢者 

■ 自転車のヘルメット着用 年齢を問わずすべての人の努力義務に 

■ 子どもの誤飲事故防止のための玩具の新たな規制 

■ 消費生活相談デジタル化・体制の再構築 


